




認知症の介護者を支援する会 

おだわら・はこね家族会（箱根町出張版）のご案内 

認知症の方の家族が集まり、介護の悩みや困っていることを話しあえる場として、「お

だわら・はこね家族会」を毎月第３金曜日に小田原市役所及び生涯学習センターけやき

（小田原市荻窪３００）で開催しています。 

前回、好評だった出張版を今年も次のとおり箱根町内で開催します。ひとりで抱えてい

る悩みを、家族会で話してみませんか。 

 

  

 

【日  時】  １０月 18日(金) 10時から 12時まで 

【場  所】  湯本富士屋ホテル（湯本２５６-１） 

       ※ 箱根湯本駅から徒歩約５分です。 

駐車場の用意もあります。 

【定  員】  30 名（申込順。定員に達した場合はキャンセル待ちに

なります。） 

【対  象】  〇 認知症の家族を介護している方 

〇 家族の介護を経験したことがある方 

※ 認知症を抱えるご本人も一緒に参加できますので、申

込みの際にお知らせください。 

【参 加 費】  一人 １，380円（飲食代） 

【申込方法】  10月 4日(金)までに電話で申し込んでください。 

 
申込・照会先 箱根町福祉課 0460-８５-７７９０ 















 

 

 

秋のグラウンドゴルフ大会を次のとおり開催することとなりました。腕

自慢の皆様、お仲間とお誘い合わせの上、是非ご参加ください！！ 

◇ 日時 令和６年 10月 19日(土) 

◇ 開始 午前 9時 30 分～ (集合 9 時 15 分) 

◇ 会場 箱根地域スポーツ施設 (旧箱根小学校グラウンド) 

 

＊ご家族の方も一緒にどうぞご参加ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

◆連絡先 保険健康課 笹川 

℡ 0460-(85)-9564 

☆グラウンドゴルフ大会が終わった後にモルックやってみませんか？☆ 

 9月 7日（土）に行われた箱根地域健民祭の競技に採用しました“モルッ

ク”の簡単な体験会をグラウンドゴルフ大会終了後に実施したいと思います！ 

 モルックは子どもから高齢者、障がいの有無に関わらず、誰でも楽しめるニ

ュースポーツです！生涯楽しめるスポーツですので、新たな趣味の候補として

いかがでしょうか？ 

 

 

 

 

 







   

 大好きな恩賜箱根公園職員の方からお誘いを受け「彼

岸花」の球根を植えに行きました。彼岸花は赤の他、白・

ピンクがあり、子ども達は好きな色を選んで植えまし

た。恩賜公園の職員の方ともすっかり顔なじみになり、

自然な会話を交わしながらの球根植えです。彼岸花を植

えた奥には、以前植えた稲の穂が伸びてきていました。

道路わきの花壇ですので、散歩や車で通る際は、覗いて

みてください。これから３色の彼岸花がきれいに咲きま

すように！！ 

            箱根幼稚園                       R６．９．６ 

  す    ま    い    る 
ⅳ   箱根教育合言葉 「箱根を愛し、かしこく やさしく たくましく」 

 

台風 10号は、広い範囲に大きな影響を及ぼし、園も休園の対応を取らせていただきました。保護者の皆

様には、ご理解ご協力いただきありがとうございました。９月２日（月）目覚めると、きれいな青空が広が

り爽やかな秋風が吹き、気持ちよく 2学期を迎えることが出来ました。 

2学期の始まりを意識し登園する年長児や年中児もいて、張り切って自分の保育室に向かう姿が見られま

した。始業式では、まず子ども一人一人に、幼稚園でやりたいこと・嫌なことを聞いてみると、３歳到達児

から５歳児まで自分のやりたいことを言葉で伝えてくれました。嫌なことは「何もない」という子ども達で

したが、ひとり「遊んでいる時に「入れて」って言わないといやだ。」という意見が出ました。その子の気

持ちを受けながら、遊びのルールの必要性を日常の中で考えていく機会を持ちたいと思います。これからも

一人一人のやりたいことを支えていくことと子どもの知らない世界を広げ、興味や関心を深めていきたいと

思います。 

夏期保育中のおもいで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 芦ノ湖漁業組合さんのご協力のもと、今年も芦

ノ湖ボート体験をさせていただきました。ボート

に乗って九頭龍神社まで。芦ノ湖の青さや波しぶ

きの白さ、湖の香り、波打ち際には鹿の足跡など

箱根の夏を普段では味わえない方法で体験し楽

しんできました。 

地域の未就園児の親子や小学生が集まって、そうめん流しと

Hakomama さんから提供いただいた大きなスイカでスイカ割りを楽し

みました。小さなお友達から始めたスイカ割り。小学生と一緒に仲良く座

り自分の番を待ちます。「もっと右！まっすぐまっすぐ！」等の掛け声で

スイカに向いますが、中には全く違う方向へ。スリル満載のスイカ割りで

したが、最後は小学5年生で見事に割れ、大きなスイカを口いっぱい頬張

りました。その時に園庭に落ちたスイカの種から一つ芽が出てきたことに

は驚きましたが、それも子ども達の学びにつながりました。そうめん流し

は竹を二本使って行いました。そうめんの流れる速さに初めは追いつかな

いようでしたが、慣れ始めると箸ですくって食べられることを楽しみ、い

つも以上にたくさんおかわりをして食べていました。 

この日は、小田原や仙石原、宮城野地区といろいろな場所から集まり、

箱根幼稚園の夏を楽しんでいただき良い時間になりました。帰り際、小学

生の「先生、楽しいことを考えてくれてありがとう。」の言葉に励まされ

ました。私たちこそ、みなさんきてくれてありがとうございます。 



 ８／２３の美化大会に合わせて幼稚園でも「杉並木」の

清掃に出掛けました。観光客の方の意識も高いのかあまり

ゴミは落ちていませんでしたが、小さなゴミを見つけては

拾い集めました。「あ、タマアジサイだ！」「サンダル葉っ

ぱ見つけたよ。(みずひきの葉)」「こっちにもある」などの

会話も弾み、大人の言ったことをやらされてるではなく、

どんなことも楽しみにかえていく子ども達はとてもいい

なと感じました。そこには、保育者の援助が大きく関わっ

ているのでしょう。 

 

 

 

       

 今年も蝶の先生の白土信子さんと一緒に「はこねのもり」で親子

自然観察会を行いました。1番の目的は渡りをする「アサギマダラ」

のマーキングでしたが、この猛暑で 1 頭も見当たらず、残念でし

た。それでも、のしめとんぼやこおろぎなどが子ども達を出迎え、

捕まえてみたり、野イチゴを食べてみたり、十分楽しんでいました。

トンボの羽を人差し指と中指で挟んで持てばトンボが傷つかない

ことも学びました。水辺にいた「カワセミ」の羽の青さには、大人

も子どもも思わず「きれい！」と感嘆の声がもれました。もしかし

たらあのきれいな青色を大人になっても忘れずにいてくれるかも

しれませんね。 

 「はこねのもり」には、以前年長児が「しか塾」の方と一緒に野

草保護のために建てた柵がありました。「これを建てたの？すごい

ね。頑張ったね。」と保護者の方に褒められ、2 人はその時「なに

をどう手伝ったか」を一生懸命話していました。柵の中にアサギマ

ダラの好きなヒヨドリバナのつぼみが膨らんでいる様子に、白土さ

んからも「みんなのおかげでアサギマダラがきっと来るわよ。あり

がとう。」とも伝えられました。自分達の行ったことが何かの役に

たち感謝されることは、子ども達の自己有用感を育みます。一つの

体験がまたつながっていった瞬間でした。 

後日、白土さんが

届けてくださっ

たアサギマダラ

の幼虫とさなぎ 

 この夏は、放課後児童クラブ「すぎのこ」の小学生と

一緒に過ごす初めての夏休みでした。預かり保育で登園

していた園児は、小学生と水風船大会で一緒に投げ合っ

たり、ビニールプールで遊び、着替えを手伝ってもらっ

たり優しく楽しい経験を積みました。小学生も幼稚園の

職員と一緒にバトミントンやおにごっこなどをして楽

しそうです。園児は「野球やろうって小学生に言ってく

るね。」と自然に行き来をし、夏休みの終わりには名前

を覚え呼ぶ様子に小学生は「名前を覚えてくれたの？嬉

しい。」と喜んでくれていました。園を中心に地域の小

学生が集まり、園児と自然な子ども同士の関わりが持て

ることは、私達の理想に一歩近づいたように思いす。時

には、放課後児童クラブには入っていない小学生も「暇

だからきたよ。」と言って遊びに来てくれたことも嬉し

いことでした。 

捕まえたオニヤン

マを逃がしたよ。 

「飛んだ！」 

「またねー！」 

粘土で作ったへび。 

粘土の両側にちゃんと目を

付けていました。 

生き物好きだからよく見て

いるね。（3歳到達児） 





第154号第154号

令和６年９月号 （2024年）

発　　　行 〈財団のシンボルマーク〉

箱根町の推奨木「ヤマボウシ」
の図案化
住民等が財団を基盤に連携、
調和、発展する姿を象徴する。

箱根町文化・スポーツ財団
箱根町小涌谷520番地20
☎0460（87）5222（直通）
（株）ホクト印刷
☎0465（85）0150

公益財団法人

印刷所

　厳しかった夏の暑さもやわらぎ、日に日に秋の爽やかな風が感じられる季節となってきました。

　秋と言えば「芸術の秋」、「スポーツの秋」など、「○○の秋」という言葉を耳にするようになっ

てきます。読書や音楽、行楽や収穫、食欲や睡眠など、皆さんはどんな秋を連想しますか。秋は気候

も穏やかで、“秋の夜長”と言われるように、暗くなる時間も長くなり、何をするにも心地よい季節で

す。あなたに合った「〇〇の秋」を探して、新しいことに挑戦してみませんか。

　当財団ではこの秋に、次のような行事を計画しています。皆さんが新しいことを始めるきっかけと

してみてはいかがでしょうか。

　行程や見学先、内容などの詳細につきましては、概ね開催日１か月前の回覧「まちだより」
でお知らせいたします。皆さんの参加をお待ちしています。

芸術の秋、スポーツの秋
～ 新しいことを始めてみませんか？ ～

ヒーリング・ヨーガ教室〔後期〕
・期日

・会場

９月27日から10月25日までの毎週金曜日
午後６時30分～
社会教育センター

町外の古刹・名刹を訪ねる会
・期日
・行先

10月17日（木）
東京方面（豪徳寺 ほか）

第３回 町外の文化施設を訪ねる会
・期日
・行先

11月13日（水）
山梨方面

第１回 ぶらぶら歩く会
・期日
・行先

11月27日（水）
強羅地内

生活文化講座
・期日
・会場
・内容

11月下旬
社会教育センター
調整中

前期の様子

第１回の様子

１ Facebookページ＠hakonebunsupoで検索



２財団は皆様方に喜んでいただける生涯学習の機会提供を行っています。

令和６年９月20日

　今年も「箱根の秋」2024室内楽
コンサートが、東京ハルモニア室内
オーケストラの主催により、来る
11月17日（日）、仙石原文化セン
ターで行われます。開演は、午後３
時です。
　今回はゲストに、東京藝術大学大
学院音楽研究科修士課程２年に在学
されているフルート奏者の鎌倉有里
さんをお迎えし、「弦楽三重奏とフ
ルートの響き」と題して、若手演奏
家との協演をお楽しみいただける内
容となっています。室内楽を、より
身近に感じていただけるプログラム
をお届けいたします。

「箱根の秋」2024
室内楽コンサート
が開催されます

特別割引券は、当財団以外で取扱いはしていませんのでご注意ください。

　多くの町民の皆さんにクラシック音楽に親しんでいただけるよう、東京ハ
ルモニア室内オーケストラのご好意により、特別割引券を当財団で販売しま
すので、ぜひご利用ください。

2,000 円
10,000 円

ご利用できる方
○現在、当財団の賛助会員になってい
る方
○11月14日（木）までに、当財団の
賛助会員になられる方
＊賛助会員の会費（年間）
　個人会員　　　　一口
　企業・団体会員　一口
取扱い期間
９月20日（金）から11月14日（木）まで

◆

◆

特別割引券の料金
前売券料金
大人１人：
　　2,000円 を「1,500円」
小・中学生１人：
　　1,000円 を 「750円」
問合せ先
当財団に、電話でお問合せください。
☎ 87-5222

◆

◆

フルート奏者
鎌倉有里さん

「箱根の秋」2024室内楽コンサートの特別割引券の取扱い



第8回

ファミリー写真コンクールの開催ファミリー写真コンクールの開催

３ －「くらしのなかの文化の伝承と創造」をみなさまと共に－
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当
財
団
の
円
滑
な
事
業
を
進
め
る
た
め

に
、お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
善
意
の
ご
厚

志
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
令
和
６
年
６
月
11
日
か
ら
９
月
３
日
ま

で
受
付
分
）
（
敬
称
略
）

令
和
６
年
度 

賛
助
会
員
ご
芳
名

善
意
の
ご
寄
付

〈
企
業
・
団
体
会
員
〉

〈
個
人
会
員
〉

宗
教
法
人
東
方
之
光

箱
根
町
柔
道
協
会

株
式
会
社
上
野
工
務
店

箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社

箱
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

坂
田
　
裕
子
・
宮
本
　
忠
勝
・
石
井
　
啓
隆

奥
脇
　
朋
孝
・
鈴
木
　
宗
久
・
小
山
　
友
延

勝
又
　
　
實
・
勝
又
　
愛
子
・
石
橋
　
誠
子

佐
野
美
和
子
・
木
村
　
　
稔
・
小
林
　
史
明

小
林
　
敬
子
・
鈴
木
シ
ヅ
子
・
神
野
　
文
子

結
城
　
広
美
・
遠
藤
三
奈
子
・
根
本
ト
シ
子

マ
レ
チ
ョ
フ
ス
キ
珂
凛
　
　
・
岩
田
マ
サ
子

佐
藤
　
芙
美
子

　子どもたちの何気ない表情やしぐさ、誕生日など節目の成長の記録、家族やペットとのふれあい

の様子などを写真に表現することによって、家族の絆を深め、子どもたちの幸せを願うとともに、

明るい家庭づくりの一助となるよう、今年もファミリー写真コンクールを開催します。

　現在、“とっておきの１枚”の作品を受付けていますが、審査会を行い、各賞を決定した後、ご応

募いただいた全作品を次の日程で展示いたしますので、ぜひご覧ください。

11月８日（金）～ 10日（日）
＊社会教育センターで開催される「箱根町民文化祭」内で展示
11月12日（火）～ 29日（金）
社会教育センター １階 ギャラリー

１.

２.

勝俣幸子さんの作品
「いっぱい穫れたー！！」

青山朋史さんの作品
「今年の夏もありがとう」

第７回「ファミリー写真コンクール」特選作品



第1回

４

令和６年９月20日

　公益財団法人 箱根町文化・スポーツ財団は、地域の皆さんの自主的な文化・スポー

ツ活動を支援、育成し、豊かな住みよい町づくりに寄与することを目的に設立されまし

た。その活動の財源は、当財団の基本財産から得られる預金利子などを中心に、町から

の補助金と賛助会員の会費をもって運営しております。

　つきましては、当財団の趣旨をお汲み取りいただき、社会貢献活動の一つとして、多

くの方々が賛助会員にご加入していただきたく、切にお願い申しあげます。

　賛助会員の加入につきましては、常時、受付けしております。

《令和６年度賛助会員の募集について》

・個人会員
　１口　　2,000円（何口でも可）
・企業・団体会員
　１口　 10,000円（何口でも可）

＊賛助会員年会費
年３回発行の財団だよりの配布
主催事業等参加費の割引
箱根町宮城野・仙石原テニスコート
使用料割引

＊賛助会員特典
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「町外の文化施設を訪ねる会」を開催しました「町外の文化施設を訪ねる会」を開催しました

　７月11日（木）に32人の皆さんで、東海道広重美術

館をはじめとする町外の文化施設を巡りました。

　東海道広重美術館では、誰もが一度は目にしたことが

ある歌川広重の作品を鑑賞し、浮世絵の歴史や技法など

を学ぶことができました。

　富士山本宮浅間大社では、２階建ての特徴的な本殿を

はじめ、湧玉池などを見学するとともに、富士山世界遺

産センターでは、ふだん身近に見る富士山を、世界文化

遺産に登録された富士山として、これまでとは違った角

度から、改めて感じることができる機会となりました。

東海道広重美術館・富士山本宮浅間大社・
富士山世界遺産センター

ご案内・お問い合わせ

公益財団法人  箱根町文化・スポーツ財団の事務所は、箱根町社会教育センター1階です。
業務時間は、土・日・月・祝日及び祝日の翌日を除く平日の午前8時30分から午後5時まで
となります。　　　　 TEL・FAX 87-5222　Email: bunsupo520@gmail.com

Facebookページ＠hakonebunsupoで検索



２０２４年９月２５日 

ご利用の皆さまへ 

箱根登山バス株式会社 

小田原駅発 箱根町港ゆきの路線バスダイヤ改正について 

 

日頃、箱根登山バスをご利用いただき誠にありがとうございます。 

先日、回覧において、小田原駅発 箱根町港行きの路線バスについて、最終便の繰上

げについてお知らせいたしましたが、地元の皆さまのご要望を受け、本路線最終便の

発車時刻を前回提示した時刻（小田原駅 19 時 50 分発）から見直す方向であり、働き

方改革関連法令（「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（厚生労働省））を

遵守することを前提に、法令ギリギリの時刻での運行が可能かどうか現在、調整中で

あります。 

確定しましたら、下記のとおり、小田原駅をはじめとする各バス停掲示および当社

ホームページにてお知らせしますので、恐れ入りますが、ご確認をお願いいたします。 

 

当社ではこれまで、箱根山内の運行を優先するために、他地域においての路線廃止、

減便、最終便の繰上げ等を実施してきたことに加え、御殿場路線（アウトレット線）

の他社への移管を実施し、会社としてできうる限り箱根山内のダイヤや運行本数を維

持するよう懸命に努力してまいりました。 

しかしながら、運転士不足は極めて深刻な状況であり、加えて上記法令遵守のため、

今回のダイヤ改正においては、もはや本路線最終便時刻の繰上げを実施せざるを得な

い状況となったことをご理解いただきたく存じます。 

このバス運転士不足の問題は、当社に限らず業界全体の深刻な状況であり、解消の

糸口すら見えない状況が続いております。一会社・企業の努力ではもはやどうするこ

ともできず、今回一時的に対応ができたとしても、このままの状況が続けば、近い将

来さらなる繰り上げや減便をせざるを得ない状況になることは必定であることも重ね

てご理解いただきますようお願い申しあげます。 

何卒、事情ご賢察賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

記 

１ ダイヤ改正日 

  ２０２４年１０月５日（土） 

２ ダイヤ改正内容の公表日（全エリア同一） 

  各バス停掲示：９月２４日（火）～９月２７日（金）の間で掲示作業を実施 

  ホームページ：９月２５日（水）予定 

         https://www.hakonenavi.jp/hakone-tozanbus/ 

３ お問い合わせ 

箱根登山バス株式会社 

運輸部 佐野  ℡ ０４６５‐３５‐１２０１（平日 ９:００～１７:００） 

以 上 

回覧 
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